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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼部の断層像を画像処理する画像処理装置であって、
　前記断層像の解剖学的な特徴である眼部特徴を取得する眼部特徴取得手段と、
　前記眼部特徴取得手段により取得された眼部特徴により特定される複数の層の中から、
所定の種類の疾病に対応する病変を検出するための層を少なくとも２つ指定する指定手段
と、
　前記指定手段により指定された層それぞれから、前記所定の種類の疾病に対応する病変
を検出する病変取得手段と、
　前記病変取得手段により前記層それぞれから検出された病変を、所定の２次元の画像上
に投影することで、合成画像を生成する生成手段と、
　前記生成手段により生成された合成画像を表示する表示手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記層それぞれから検出された病変間の距離が、所定の閾値以下であった場合に、前記
表示手段は、当該病変を、互いに関連性があることを識別可能な態様により表示すること
を特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記層のうち、第１の層から検出された病変が、前記取得された眼部特徴に対して、所
定の距離以下に存在していた場合に、前記表示手段は、該所定の距離以下に存在すること
を識別可能な態様により、該第１の層から検出された病変を表示することを特徴とする請
求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記表示手段は、前記層のうち、第２の層から検出された病変を、該病変のサイズに応
じた態様により表示することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
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　前記疾病は、糖尿病網膜症であり、前記病変は、網膜内層から検出される毛細血管瘤と
、網膜外層から検出される嚢胞であることを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記２次元の画像は、眼部の神経線維走行を示す画像であり、前記表示手段は、前記層
それぞれから検出された病変が、該２次元の画像上において、同一の神経線維走行上に存
在していた場合に、当該病変を、互いに関連性があることを識別可能な態様により表示す
ることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記疾病は、緑内障であり、前記病変は、神経線維層の菲薄化領域と、神経節細胞層の
菲薄化領域であることを特徴とする請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　眼部の断層像を画像処理する画像処理装置における画像処理方法であって、
　眼部特徴取得手段が、前記断層像の解剖学的な特徴である眼部特徴を取得する眼部特徴
取得工程と、
　指定手段が、前記眼部特徴取得工程において取得された眼部特徴により特定される複数
の層の中から、所定の種類の疾病に対応する病変を検出するための層を少なくとも２つ指
定する指定工程と、
　病変取得手段が、前記指定工程において指定された層それぞれから、前記所定の種類の
疾病に対応する病変を検出する病変取得工程と、
　生成手段が、前記病変取得工程において前記層それぞれから検出された病変を、所定の
２次元の画像上に投影することで、合成画像を生成する生成工程と、
　表示手段が、前記生成工程において生成された合成画像を表示する表示工程と
　を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項９】
　眼部の断層像を画像処理する画像処理装置のコンピュータに、
　前記断層像の解剖学的な特徴である眼部特徴を取得する眼部特徴取得工程と、
　前記眼部特徴取得工程において取得された眼部特徴により特定される複数の層の中から
、所定の種類の疾病に対応する病変を検出するための層を少なくとも２つ指定する指定工
程と、
　前記指定工程において指定された層それぞれから、前記所定の種類の疾病に対応する病
変を検出する病変取得工程と、
　前記病変取得工程において前記層それぞれから検出された病変を、所定の２次元の画像
上に投影することで、合成画像を生成する生成工程と、
　前記生成工程において生成された合成画像を表示する表示工程と
　を実行させるためのプログラム。
【請求項１０】
　前記病変と中心窩の距離に基づいて、当該病変の治療可能性を判定する治療可能性判定
手段を更に有し、
　前記表示手段は、前記治療可能性判定手段の判定結果を識別可能な態様により表示する
ことを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記表示手段は、前記中心窩を示す情報を表示することを特徴とする請求項１０に記載
の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記治療可能性判定手段で治療可能と判定された複数の病変の優先度を、所定の条件に
基づいて設定する優先度設定手段を更に有し、
　前記表示手段は、前記優先度を表示することを特徴とする請求項１０又は１１に記載の
画像処理装置。
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